
�������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

������������������������������ �������

������ �������

������������������������������� �������

２００１．３．２１（２）

原
町
田
四
丁
目
に
今
年
７
月
、

イ
ベ
ン
ト
ス
ペ
ー
ス
、
広
場
、
商

品
の
集
配
施
設
を
併
設
し
た
新
し

い
形
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
施
設
が
誕

生
し
ま
す
。
そ
こ
で
、
こ
の
施
設

を
運
営
す
る
第
３
セ
ク
タ
ー
の

「
町
田
ま
ち
づ
く
り
公
社
」で
は
、

親
し
ん
で
い
た
だ
け
る
愛
称
を
募

集
し
て
い
ま
す
。

○
応
募
方
法

ハ
ガ
キ
ま
た
は
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
上
の
応
募
フ
ォ
ー
ム

で（
１
人
１
点
）。
愛
称
、
住
所
、

氏
名
、
電
話
番
号
を
明
記
し
４
月

１０
日
ま
で
（
必
着
）
に
町
田
ま
ち

づ
く
り
公
社
事
務
局
「
ま
ち
づ
く

り
公
社
建
物
愛
称
募
集
係
」（
〒

１９４
―
０
０
１
３
、
原
町
田
４
―
６

―
８
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジh

ttp
:

//

w
w

w
.m

assi.g
r.jp

/m
m

k
/

）へ
。

○
賞
金

５
万
円
（
採
用
し
た
愛

称
の
応
募
者
が
多
数
の
場
合
は
抽

選
で
１
人
）

○
発
表

４
月
下
旬
に
本
人
に
通

知�問
町
田
ま
ち
づ
く
り
公
社
�
７
２

３
・
８
７
７
０
ま
た
は
商
工
観
光

課
�
７
２
４
・
２
１
２
８

災
害
時
の
応
急
給
水
槽
が
設
置
さ
れ
た
鶴
川
中
央
公
園
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

横
歩
道
。
１
万
人
分
、
３
日
間
の
飲
料
水
が
確
保
さ
れ
ま
す

大
規
模
災
害
が
発
生
し
、
上
水

道
が
断
水
し
た
と
き
に
備
え
、
鶴

川
中
央
公
園
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
横
に

１
０
０
㌧
の
応
急
給
水
槽
が
完
成

し
、
４
月
か
ら
運
用
さ
れ
ま
す
。

東
京
都
が
町
田
市
の
要
望
を
も

と
に
設
置
し
た
も
の
で
、
こ
れ
に

よ
っ
て
１
万
人
程
度
、
３
日
間
の

飲
料
水
が
確
保
さ
れ
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。

こ
の
施
設
は
、
日
ご
ろ
は
水
道

管
に
直
結
し
て
い
ま
す
が
、
大
地

震
が
あ
っ
た
と
き
は
自
動
的
に
遮

断
さ
れ
て
、
タ
ン
ク
内
に
飲
料
水

が
確
保
さ
れ
る
も
の
で
す
。

す
で
に
市
内
に
は
、
つ
く
し
野

に
１
５
０
０
㌧
の
大
型
の
施
設
が

あ
り
ま
す
が
、
阪
神
大
震
災
の
教

訓
か
ら
、
小
型
の
も
の
を
き
め
細

か
く
設
置
す
る
方
が
効
率
的
と
の

考
え
方
に
な
り
ま
し
た
。
今
回
の

よ
う
な
小
型
の
給
水
槽
の
設
置

は
、
多
摩
地
区
で
は
初
め
て
の
も

の
で
す
。

市
で
は
、
今
後
も
、
給
水
が
不

足
す
る
地
区
に
、
こ
の
よ
う
な
施

設
の
設
置
を
都
に
要
望
し
て
い
く

こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

２
月
２１
日
、
市
と
町
田
市
接

骨
師
会
（
溝
田
正
泰
会
長
）
と

の
間
で
「
災
害
時
の
応
急
救
護

活
動
に
つ
い
て
の
協
定
」
が
結

ば
れ
ま
し
た
。

こ
の
協
定
は
、
災
害
時
に
接

骨
師
に
よ
る
負
傷
者
へ
の
応
急

救
護
活
動
や
、
副
木
な
ど
の
衛

生
材
料
の
提
供
使
用
等
の
協
力

を
定
め
た
も
の
で
す
。

現
在
、
町
田
市
接
骨
師
会
に

は
２７
人
の
接
骨
師
が
加
盟
し
て

い
ま
す
。大
規
模
災
害
時
に
は
、

市
内
で
も
多
数
の
負
傷
者
が
発

生
す
る
と
考
え
ら
れ
、
今
回
の

協
力
協
定
の
締
結
に
よ
り
、
よ

り
多
く
の
救
護
活
動
が
期
待
さ

れ
ま
す
。

な
お
、市
で
は
こ
れ
ま
で
も
、

町
田
市
医
師
会
及
び
町
田
市
歯

科
医
師
会
と
災
害
時
の
医
療
救

護
活
動
に
つ
い
て
の
協
定
を
、

災
害
時
の
被
災
者
救
援
物
資
を

優
先
し
て
市
が
調
達
で
き
る
よ

う
市
内
の
関
係
機
関
と
協
定

を
、
東
京
都
２６
市
３
町
１
村
や

長
野
市
、
山
形
県
川
西
町
、
長

野
県
川
上
村
、
山
梨
県
増
穂
町

と
災
害
が
発
生
し
た
場
合
の
相

互
援
助
協
定
を
、
赤
帽
首
都
圏

軽
自
動
車
運
送
共
同
組
合
多
摩

支
部
と
災
害
時
に
お
け
る
軽
自

動
車
輸
送
の
協
力
に
関
す
る
協

定
を
、
ま
た
、
他
の
多
く
の
機

関
と
も
災
害
時
の
協
力
協
定
を

結
ん
で
い
ま
す
。

市
で
は
、
今
後
も
大
規
模
災

害
に
対
応
す
る
た
め
の
体
制
づ

く
り
を
進
め
て
い
く
こ
と
に
し

て
い
ま
す
。

（
仮
称
）
原
町
田
四
丁
目
駐
車
場

建
物
完
成
予
想
図

平
成
１２
年
１０
月
１
日
現
在
で
実

施
さ
れ
た
平
成
１２
年
国
勢
調
査
の

「
速
報
集
計
」
が
ま
と
ま
り
ま
し

た
。
そ
の
結
果
、
町
田
市
の
総
人

口
は
３７
万
７
５
４
６
人
と
な
り
、

前
回
の
調
査
か
ら
の
５
年
間
で
１

万
７
０
２
１
人
増
え
、
４
・
７
２

㌫
の
増
加
と
な
り
ま
し
た
。

世
帯
数
は
、
１４
万
５
７
０
３
世

帯
と
な
り
、
１
万
４
９
６
４
世
帯

の
増
と
な
り
ま
し
た（
�
下
表
）。

調
査
に
際
し
ま
し
て
は
、
市
民

の
皆
さ
ん
に
深
い
ご
理
解
を
い
た

だ
く
と
と
も
に
、
調
査
員
の
方
々

に
も
並
々
な
ら
ぬ
ご
協
力
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。
厚
く
お
礼
申
し
上

げ
ま
す
。

�問
総
務
課
統
計
係
�
７
２
４
・
２

１
０
６

協
力
協
定
の
締
結
で
多
く
の
救

護
活
動
が
期
待
さ
れ
ま
す

市
民
病
院
で
は
、
二
次
を
中
心

と
し
た
救
急
医
療
と
高
度
医
療
を

基
本
的
な
診
療
方
針
と
し
て
い

て
、
今
回
の
増
改
築
も
そ
の
方
針

に
そ
っ
て
整
備
し
て
き
ま
し
た
。

ま
た
、
町
田
市
医
師
会
と
も
連
携

を
し
、
お
互
い
の
医
療
資
源
を
有

効
に
活
用
す
る
た
め
、
相
互
の
患

者
さ
ん
の
紹
介
を
積
極
的
に
進
め

て
い
ま
す
。

そ
の
一
環
と
し
て
、
平
成
１３
年

４
月
か
ら「
基
本
健
康
診
査
」、「
乳

が
ん
検
診
」、「
子
宮
が
ん
検
診
」

（
い
づ
れ
も
一
次
）
は
、
行
わ
な

い
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
ら

の
検
診
は
医
師
会
加
入
の
実
施
医

療
機
関
で
受
け
ら
れ
る
よ
う
お
願

い
し
ま
す
（
事
前
に
実
施
の
有
無

や
時
間
を
お
確
か
め
下
さ
い
）。

な
お
、
精
密
検
査
は
、
保
険
診

療
と
し
て
従
来
通
り
行
っ
て
い
ま

す
。今

後
と
も
、
初
期
診
療
は
お
近

く
の
医
療
機
関
で
受
け
、
当
院
へ

は
医
療
機
関
の
紹
介
状
を
お
持
ち

に
な
っ
て
受
診
さ
れ
る
よ
う
、
ご

理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

�問
市
民
病
院
�
７
２
２
・
２
２
３

０

平
成
１３
年
１
月
１
日
か
ら
国
民

健
康
保
険
法
の
改
正
に
よ
り
自
己

負
担
の
限
度
額
が
次
の
よ
う
に
見

直
さ
れ
ま
し
た
。

【
高
額
療
養
費
の
自
己
負
担
限
度

額
】下

表
の
よ
う
に
な
り
ま
す
。

【
同
じ
月
に
３
万
円
以
上
の
自
己

負
担
が
、
２
回
以
上
の
と
き
（
世

帯
合
算
）】

同
一
世
帯
で
同
じ
月
に
３
万
円

（
市
民
税
非
課
税
世
帯
は
２
万
１

０
０
０
円
）
以
上
の
自
己
負
担
金

を
２
回
以
上
支
払
い
、
そ
の
合
計

が
自
己
負
担
限
度
額
（
下
表
）
を

超
え
た
場
合
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

【
高
額
療
養
費
が
１
年
で
４
回
以

上
の
と
き
（
多
数
該
当
）】

過
去
１２
か
月
以
内
に
、
同
一
世

帯
で
高
額
療
養
費
の
支
給
が
３
回

以
上
あ
っ
た
場
合
、
４
回
目
以
降

は
、
一
般
世
帯
は
３
万
７
２
０
０

円
、
市
民
税
非
課
税
世
帯
は
２
万

４
６
０
０
円
、
上
位
所
得
者
世
帯

は
７
万
８
０
０
円
を
超
え
た
分
が

支
給
さ
れ
ま
す
。

�問
国
民
健
康
保
険
課
�
７
２
４
・

２
１
３
０

「
町
田
市
第
２
次
女
性
行
動
計

画
（
男
女
平
等
推
進
計
画
）
策
定

に
当
た
っ
て
の
基
本
的
な
考
え

方
」
の
報
告
書
を
販
売
し
て
い
ま

す
。
価
格
は
２
０
０
円
で
す
。
ご

希
望
の
方
は
市
政
情
報
「
や
ま
び

こ
」（
中
町
分
庁
舎
１
階
）
へ
。

男
女
平
等
推
進
セ
ン
タ
ー
及
び

図
書
館
、「
や
ま
び
こ
」
で
閲
覧

も
で
き
ま
す
。

�問
男
女
平
等
推
進
セ
ン
タ
ー
�

７
２
３
・
２
９
０
８

↑
後で支給される額

↑
自己負担限度額

↑
後で支給される額

↑
自己負担限度額

↑
後で支給される額

↑
自己負担限度額

鶴川中央公園に災害時用
応 急 給 水 槽 が 完 成

接
骨
師
会
と
災
害
時
救
護

活
動
の
協
定
を
締
結

市
民
病
院
か
ら
の
お
知
ら
せ

「
男
女
平
等
推
進
計
画
策
定
の

基
本
的
な
考
え
方
」の
報
告
書

販
売
し
て
い
ま
す

愛
称
を
募
集
し
て
い
ま
す

（
仮
称
）原
町
田
四
丁
目
駐
車
場
建
物

高額療養費の自己負担
限度額が変わりました

国民健康保険

平
成
１２
年

国
勢
調
査

概
数
が
ま
と
ま
る

人
口
は
５
年
間
で
１
７
０
０
０
人
増
加

平成１２年国勢調査速報集計表

平成７年国勢調査（確定数）

３６０，５２５

１８０，３６１

１８０，１６４

１３０，７３９

※平成１２年国勢調査の速報数は第１次基本集計（平成１３
年１０月ごろ結果公表）と異なる場合があります。

平成１２年国勢調査（速報数）

３７７，５４６

１８７，９８５

１８９，５６１

１４５，７０３

区 分

人 口

男

女

世帯数

高額療養費の自己負担限度額

６３，６００円＋｛医療費―３１８，０００円｝×１％（医療費が３１８，０００円未満のと
きは、自己負担額は６３，６００円になります）

３５，４００円

１２１，８００円＋｛医療費―６０９，０００円｝×１％（医療費が６０９，０００円未満のと
きは、自己負担限度額は１２１，８００円になります）

※上位所得者世帯とは、その年度の基礎控除後の所得が６７０万円を超える世帯です。なお、加
入者の中で所得の確認ができない方（未申告者等）がいますと上位所得者世帯となります。

（例）医療費が１００万円（自己負担額は３割の３０万円）かかったときに支給される額

３０万円―｛６３，６００円＋（１００万円―３１８，０００円）×１％｝�２２９，５８０円

３０万円 ― ３５，４００円 � ２６４，６００円

３０万円―｛１２１，８００円＋（１００万円―６０９，０００円）×１％｝�１７４，２９０円

一般世帯

市民税非課税世帯

上位所得者世帯

一般世帯

市民税非課税世帯

上位所得者世帯


